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(百万円未満切捨て)
１．平成30年８月期の業績（平成29年９月１日～平成30年８月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年８月期 6,954 △14.1 612 △33.1 625 △32.9 384 △40.1

29年８月期 8,093 3.5 915 35.1 932 36.7 641 40.0
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年８月期 193.86 － 9.7 7.3 8.8

29年８月期 323.77 － 18.3 12.0 11.3
(参考) 持分法投資損益 30年８月期 －百万円 29年８月期 －百万円
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年８月期 8,963 4,087 45.6 2,062.18

29年８月期 8,233 3,816 46.4 1,925.54
(参考) 自己資本 30年８月期 4,087百万円 29年８月期 3,816百万円
　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年８月期 633 △58 178 4,226

29年８月期 1,170 △18 △46 3,473
　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年８月期 － 0.00 － 45.00 45.00 89 13.9 2.5

30年８月期 － 0.00 － 30.00 30.00 59 15.5 1.5

31年８月期(予想) － 0.00 － 30.00 30.00 14.2
(注) 29年８月期期末配当金の内訳 普通配当 30円00銭 特別配当 15円00銭

　

３．平成31年８月期の業績予想（平成30年９月１日～平成31年８月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,800 22.0 310 39.4 310 35.5 210 21.6 105.94

通期 8,100 16.5 620 1.3 620 △0.9 420 9.3 211.88
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※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年８月期 2,200,000 株 29年８月期 2,200,000 株

② 期末自己株式数 30年８月期 217,770 株 29年８月期 217,770 株

③ 期中平均株式数 30年８月期 1,982,230 株 29年８月期 1,982,267 株
　

　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ.３「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に企業収益、雇用環境及び個人

消費も底堅く推移するなど緩やかな景気の回復基調で推移いたしました。しかしながら、米国政権の政策内容や保

護主義傾向への懸念、地政学的リスクなど先行き不透明感が残る状況が続いております。

建設業界におきましては、政府建設投資及び民間建設投資は一定の水準を維持しておりますが、慢性的な技術労

働者不足と建設資材の価格高騰に伴う建設コストの上昇により受注競争が激化し、依然として厳しい経営環境が続

いております。また、長時間労働等、働き方改革及び生産性向上への取り組みは業界全体での課題となっておりま

す。

このような状況のもと、当社は引き続き工事利益率及び営業利益率の向上を目標に、受注時採算性の強化、原価

管理及び施工管理の徹底、諸経費削減などの諸施策を実施してまいりました。

その結果、当事業年度の業績につきましては、受注高は前事業年度比4.4％増加の83億59百万円となりましたが、

売上高は前事業年度比14.1％減少の69億54百万円となりました。

損益面におきましては、売上高の減少及び工事利益率の低下などから、営業利益は前事業年度比33.1％減少の６

億12百万円、経常利益も同じく32.9％減少の６億25百万円となりました。また、最終損益につきましても、前事業

年度比40.1％減少の３億84百万円の当期純利益となりました。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（設備事業）

設備事業の受注工事高は前事業年度比4.4％増加の83億59百万円となりましたが、完成工事高は前事業年度比

14.2％減少の69億11百万円となりました。営業利益は前事業年度比25.8％減少の8億99百万円となりました。

（太陽光発電事業）

太陽光発電事業の売上高は前事業年度比12.3％増加の41百万円となりましたが、営業利益は前事業年度比7.6％

減少の10百万円となりました。

（その他事業）

その他事業の売上高は前事業年度比4.0％減少の１百万円、営業利益も同じく8.3％減少の０百万円となりまし

た。

なお、各セグメントに配分していないセグメント損益の調整額は、全社費用の２億98百万円であり、主に各セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末における資産は、前事業年度末に比べ７億30百万円増加し、89億63百万円となりました。その要因

は、主に売上債権が６億65百万円減少したものの、JV出資金による立替金が５億46百万円、現金預金が７億52百万

円それぞれ増加したことによるものであります。

負債は、前事業年度末に比べ４億59百万円増加し、48億76百万円となりました。その要因は、主に仕入債務が４

億94百万円、借入金が２億67百万円それぞれ増加したことによるものであります。

また、純資産は、前事業年度末に比べ２億70百万円増加し、40億87百万円となりました。その要因は、主に当期

純利益の計上に伴う利益剰余金が２億95百万円増加したことによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物は、７億52百万円増加し42億26百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益を計上し、売上債権が減少し、仕入債務及び未成工事

受入金も増加したことなどから６億33百万円の収入超過（前事業年度は11億70百万円の収入超過）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得などから58百万円の支出超過（前事業年度は18百万円の

支出超過）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、太陽光発電事業資金の調達のための借入金の増加などから１億78百万円

の収入超過（前事業年度は46百万円の支出超過）となりました。

　

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移
　

平成26年
８月期

平成27年
８月期

平成28年
８月期

平成29年
８月期

平成30年
８月期

自己資本比率 (％) 40.9 41.9 44.1 46.4 45.6

時価ベースの自己資本比率 (％) 26.9 29.4 24.2 31.4 30.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 (年) 4.9 4.3 1.8 1.3 2.8

インタレスト・カバレッジ・レシオ (倍) 9.6 12.0 26.1 47.1 30.0

(注) 自己資本比率 ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数(自己株式数控除後)により算出しております。

※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

※有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。また、利払いにつきましては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

※計算の結果が、マイナスとなる場合は「－」で表示しております。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、わが国経済は、企業業績の好調さを背景に雇用・所得環境も安定し、政府による

各種政策により緩やかな回復が継続すると思われます。

建設業界におきましては、政府建設投資は首都圏を中心に東京オリンピック関連施設など高い水準で推移する一

方で、地方については財政問題もあり弱含みとなる可能性があります。民間建設投資も企業収益の改善等を受け底

堅く推移することが予想されます。一方で技術労働者不足と建設資材の価格高騰に伴う建設コストの上昇が懸念さ

れ、引き続き楽観できない経営環境が続くものと思われます。このような状況の中、当社は経営方針の諸施策の遂

行により、受注及び安定した利益の確保に尽力してまいります。

なお、次期の業績見通しにつきましては、直近の経済情勢等を踏まえ受注高80億円、売上高81億円、営業利益６

億20百万円、経常利益６億20百万円、当期純利益４億20百万円をそれぞれ見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の事業は、現在日本国内に限定されており、将来的な海外事業戦略展開も予定されていないことから、当面

日本基準を採用することとしております。

　なお、今後につきましては、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の導入動向を注視しながら、適切に対応していく方

針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年８月31日)

当事業年度
(平成30年８月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,487,884 4,240,477

受取手形 673,055 250,597

電子記録債権 99,193 93,167

完成工事未収入金 874,237 636,883

未成工事支出金 91,295 120,823

前払費用 2,627 3,191

繰延税金資産 46,704 34,267

立替金 112,285 658,872

未収消費税等 － 96,225

その他 41,424 4,739

貸倒引当金 △14,740 △13,780

流動資産合計 5,413,969 6,125,466

固定資産

有形固定資産

建物 815,280 818,240

減価償却累計額 △640,425 △651,397

建物（純額） 174,854 166,843

構築物 148,396 130,675

減価償却累計額 △59,184 △41,997

構築物（純額） 89,211 88,677

機械及び装置 168,171 168,171

減価償却累計額 △18,190 △35,888

機械及び装置（純額） 149,981 132,283

車両運搬具 2,038 2,038

減価償却累計額 △2,038 △2,038

車両運搬具（純額） 0 0

工具器具・備品 18,517 18,517

減価償却累計額 △12,641 △14,683

工具器具・備品（純額） 5,876 3,834

土地 1,855,709 1,868,153

建設仮勘定 183,060 239,840

有形固定資産合計 2,458,692 2,499,632

無形固定資産

ソフトウエア 12,217 18,029

電話加入権 142 142

無形固定資産合計 12,359 18,171

投資その他の資産

投資有価証券 332,544 301,893

出資金 7,045 7,035

破産更生債権等 182 71,160

長期前払費用 1,465 990

その他 31,504 25,964

貸倒引当金 △24,682 △86,420

投資その他の資産合計 348,059 320,623

固定資産合計 2,819,111 2,838,426

資産合計 8,233,081 8,963,892
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年８月31日)

当事業年度
(平成30年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,033,757 632,265

電子記録債務 － 596,691

工事未払金 803,226 1,102,416

短期借入金 930,000 680,000

1年内返済予定の長期借入金 106,400 189,680

1年内償還予定の社債 75,000 80,000

未払配当金 1,130 1,600

未払費用 19,013 24,484

未払法人税等 203,469 42,915

未払消費税等 155,877 18,265

未成工事受入金 347,427 497,306

預り金 137,797 8,243

前受収益 798 756

完成工事補償引当金 3,840 2,630

賞与引当金 103,720 82,360

役員賞与引当金 23,400 14,280

その他 1,075 697

流動負債合計 3,945,932 3,974,591

固定負債

社債 180,000 190,000

長期借入金 202,940 622,520

繰延税金負債 6,137 －

退職給付引当金 79,062 87,280

長期預り保証金 1,295 1,295

その他 855 490

固定負債合計 470,290 901,586

負債合計 4,416,222 4,876,177

純資産の部

株主資本

資本金 1,408,600 1,408,600

資本剰余金

資本準備金 3,705 3,705

資本剰余金合計 3,705 3,705

利益剰余金

利益準備金 33,504 42,424

その他利益剰余金

別途積立金 800,000 1,200,000

繰越利益剰余金 1,735,107 1,621,260

利益剰余金合計 2,568,612 2,863,684

自己株式 △178,070 △178,070

株主資本合計 3,802,846 4,097,919

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,011 △10,204

評価・換算差額等合計 14,011 △10,204

純資産合計 3,816,858 4,087,715

負債純資産合計 8,233,081 8,963,892
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

売上高

完成工事高 8,054,872 6,911,435

その他の事業売上高 38,330 42,829

売上高合計 8,093,202 6,954,264

売上原価

完成工事原価 6,669,111 5,842,757

その他の事業売上原価 25,890 31,343

売上原価合計 6,695,001 5,874,101

売上総利益 1,398,200 1,080,163

販売費及び一般管理費

役員報酬 75,461 80,280

従業員給料及び手当 164,678 158,630

賞与引当金繰入額 32,670 26,510

役員賞与引当金繰入額 23,400 14,280

退職給付費用 9,807 10,214

法定福利費 42,227 40,963

福利厚生費 2,413 11,413

修繕維持費 1,977 1,704

事務用品費 2,263 2,624

通信交通費 17,399 17,552

動力用水光熱費 1,555 1,802

広告宣伝費 1,313 1,144

交際費 14,804 15,762

寄付金 580 180

地代家賃 3,472 3,271

賃借料 3,480 3,174

減価償却費 6,017 5,327

租税公課 6,053 6,712

事業税 26,603 22,626

保険料 3,937 2,889

支払手数料 23,388 22,556

その他 19,469 18,502

販売費及び一般管理費合計 482,976 468,125

営業利益 915,224 612,037
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(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

営業外収益

受取利息 2,307 888

有価証券利息 － 1,237

受取配当金 9,672 8,675

投資有価証券売却益 6,687 4,390

仕入割引 4,927 2,511

受取地代家賃 8,664 8,628

貸倒引当金戻入額 6,530 10,213

その他 9,115 9,966

営業外収益合計 47,904 46,512

営業外費用

支払利息 24,975 20,498

社債利息 626 504

投資有価証券売却損 1,706 1,493

投資有価証券評価損 － 2,940

その他 3,479 7,763

営業外費用合計 30,788 33,200

経常利益 932,340 625,349

特別利益

投資有価証券売却益 － 36,137

特別利益合計 － 36,137

特別損失

有形固定資産売却損 － 43

減損損失 － 3,942

貸倒引当金繰入額 － 71,160

特別損失合計 － 75,145

税引前当期純利益 932,340 586,340

法人税、住民税及び事業税 299,470 189,630

法人税等調整額 △8,928 12,437

法人税等合計 290,542 202,067

当期純利益 641,798 384,272
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 1,408,600 3,705 3,705 26,566 500,000 1,469,627 1,996,193

当期変動額

剰余金の配当 6,938 △76,318 △69,380

当期純利益 641,798 641,798

別途積立金の積立 300,000 △300,000 －

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － 6,938 300,000 265,480 572,418

当期末残高 1,408,600 3,705 3,705 33,504 800,000 1,735,107 2,568,612

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △178,012 3,230,486 △20,530 △20,530 3,209,956

当期変動額

剰余金の配当 △69,380 △69,380

当期純利益 641,798 641,798

別途積立金の積立 － －

自己株式の取得 △58 △58 △58

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

34,542 34,542 34,542

当期変動額合計 △58 572,359 34,542 34,542 606,902

当期末残高 △178,070 3,802,846 14,011 14,011 3,816,858
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当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 1,408,600 3,705 3,705 33,504 800,000 1,735,107 2,568,612

当期変動額

剰余金の配当 8,920 △98,120 △89,200

当期純利益 384,272 384,272

別途積立金の積立 400,000 △400,000 －

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － 8,920 400,000 △113,847 295,072

当期末残高 1,408,600 3,705 3,705 42,424 1,200,000 1,621,260 2,863,684

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △178,070 3,802,846 14,011 14,011 3,816,858

当期変動額

剰余金の配当 △89,200 △89,200

当期純利益 384,272 384,272

別途積立金の積立 － －

自己株式の取得 － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△24,215 △24,215 △24,215

当期変動額合計 － 295,072 △24,215 △24,215 270,856

当期末残高 △178,070 4,097,919 △10,204 △10,204 4,087,715
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 932,340 586,340

減価償却費 42,513 40,645

減損損失 － 3,942

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,530 60,777

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,390 △1,210

賞与引当金の増減額（△は減少） 29,450 △21,360

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5,920 △9,120

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,212 8,218

受取利息及び受取配当金 △11,979 △10,802

支払利息 25,602 21,002

投資有価証券売却損益（△は益） △4,980 △39,033

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,940

有形固定資産売却損益（△は益） － 43

売上債権の増減額（△は増加） 107,801 675,077

未成工事支出金の増減額（△は増加） 96,314 △29,527

仕入債務の増減額（△は減少） 201,898 494,388

未成工事受入金の増減額（△は減少） △234,539 149,879

未収消費税等の増減額（△は増加） － △96,225

未払消費税等の増減額（△は減少） 164,789 △137,611

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △70,977

その他 80,510 △642,314

小計 1,433,935 985,074

利息及び配当金の受取額 11,976 10,802

利息の支払額 △24,826 △21,112

法人税等の支払額 △250,680 △341,575

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,170,404 633,187

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △24,986 △77,793

有形固定資産の売却による収入 － 92

無形固定資産の取得による支出 △11,700 △9,782

投資有価証券の取得による支出 △32,929 △70,318

投資有価証券の売却及び償還による収入 44,677 102,997

その他 6,192 △3,878

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,745 △58,681

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △25,000 △250,000

長期借入れによる収入 200,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △180,700 △247,140

社債の発行による収入 100,000 100,000

社債の償還による支出 △70,000 △85,000

自己株式の取得による支出 △58 －

配当金の支払額 △71,074 △89,773

財務活動によるキャッシュ・フロー △46,833 178,086

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,104,826 752,592

現金及び現金同等物の期首残高 2,369,058 3,473,884

現金及び現金同等物の期末残高 3,473,884 4,226,477
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

前事業年度において、「流動資産」の「その他」に含めておりました「立替金」は、資産合計の100分の５を超え

たため、当事業年度より区分掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の

財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」の「その他」に表示しておりました153,710千円は、

「立替金」112,285千円、「その他」41,424千円として組み替えております。

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

　（1）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、設備工事全般の設計・施工及び保守管理を主な内容とした設備事業、太陽光発電及びその売電を主な目

的とした太陽光発電事業並びに不動産の売買・賃貸等を主な内容としたその他事業を営んでおります。また、その

事業管理は、受注・施工管理別の包括的事業戦略を立案可能な管理体制とし、事業活動を展開しております。従い

まして、当社は、「設備事業」「太陽光発電事業」及び「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。

　（2）各報告セグメントの内容

設備事業 ：建築設備工事、リニューアル工事、土木工事、プラント工事及びビルケア工事等

　 設備工事全般に関する事業

太陽光発電事業：太陽光発電及びその売電に関する事業

その他事業 ：不動産の売買・賃貸等に関する事業

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントごとの会計処理の方法は、財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠

した方法であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日)

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
（注）１

財務諸表
計上額
（注）３設備事業 太陽光発電事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,054,872 37,080 1,250 8,093,202 － 8,093,202

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 8,054,872 37,080 1,250 8,093,202 － 8,093,202

セグメント利益 1,212,378 11,836 602 1,224,818 △309,593 915,224

セグメント資産 3,258,081 509,520 16,651 3,784,253 4,448,827 8,233,081

その他の項目

　減価償却費 （注）２ 14,984 23,592 282 38,859 5,563 44,423

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

17,878 18,808 － 36,686 － 36,686

(注)１ 調整額は以下のとおりであります。
（1）セグメント利益の調整額△309,593千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。
（2）セグメント資産の調整額4,448,827千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告

セグメントに帰属しない本社の土地・建物、現金預金及び投資有価証券であります。
　 ２ 減価償却費には、繰延資産の償却額が含まれております。
　 ３ セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　

当事業年度(自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日)

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
（注）１

財務諸表
計上額
（注）３設備事業 太陽光発電事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,911,435 41,629 1,200 6,954,264 － 6,954,264

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 6,911,435 41,629 1,200 6,954,264 － 6,954,264

セグメント利益 899,226 10,933 552 910,712 △298,674 612,037

セグメント資産 3,229,834 554,254 16,369 3,800,458 5,163,434 8,963,892

その他の項目

　減価償却費 （注）２ 13,194 24,029 282 37,507 5,497 43,004

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

15,212 68,763 － 83,975 3,600 87,575

(注)１ 調整額は以下のとおりであります。
（1）セグメント利益の調整額△298,674千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。
（2）セグメント資産の調整額5,163,434千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主に報告

セグメントに帰属しない本社の土地・建物、現金預金及び投資有価証券であります。
　 ２ 減価償却費には、繰延資産の償却額が含まれております。
　 ３ セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　

(持分法損益等)

当社は関連会社が存在しないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

１株当たり純資産額 1,925.54円 2,062.18円

１株当たり当期純利益 323.77円 193.86円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

当期純利益(千円) 641,798 384,272

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 641,798 384,272

普通株式の期中平均株式数（株） 1,982,267 1,982,230

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(平成29年８月31日)
当事業年度

(平成30年８月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,816,858 4,087,715

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,816,858 4,087,715

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

1,982,230 1,982,230

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）受注及び売上の状況

①受注実績

区分

前事業年度
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

増減
（△は減）

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減率
(％)

設備事業

　建築設備工事 5,039,695 62.9 4,079,067 48.8 △960,627 △19.1

リニューアル工事 2,641,593 33.0 3,949,720 47.2 1,308,127 49.5

　土木工事 － － － － － －

　プラント工事 － － － － － －

　ビルケア工事 326,667 4.1 330,777 4.0 4,109 1.3

設備事業合計 8,007,956 100.0 8,359,566 100.0 351,610 4.4

(注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②売上実績

区分

前事業年度
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

増減
（△は減）

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減率
(％)

設備事業

　建築設備工事 4,506,925 55.7 4,029,734 57.9 △477,190 △10.6

　リニューアル工事 3,210,661 39.7 2,557,671 36.8 △652,989 △20.3

　土木工事 － － － － － －

　プラント工事 － － － － － －

　ビルケア工事 337,286 4.1 324,028 4.7 △13,258 △3.9

設備事業合計 8,054,872 99.5 6,911,435 99.4 △1,143,437 △14.2

その他の事業

　太陽光発電事業 37,080 0.5 41,629 0.6 4,549 12.3

　不動産事業 1,250 0.0 1,200 0.0 △50 △4.0

その他の事業合計 38,330 0.5 42,829 0.6 4,499 11.7

合計 8,093,202 100.0 6,954,264 100.0 △1,138,937 △14.1

(注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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（２）役員の異動

① 代表者の異動

該当事項はありません。

② その他の役員の異動（平成30年11月21日付予定）

1. 新任監査役候補

　 監査役 春日 均

　2. 退任予定取締役

　 取締役 藤沼 一男

　 取締役 鈴木 清人

　3. 退任予定監査役

　 監査役 牧野 吉臣

　 (注) 新任監査役候補 春日 均氏は、社外監査役の候補者であります。
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